
ア 愛食運動の総合的な展開

（ア）食育の推進

№199 事 業 名 （継）北の大地のめぐみ愛食総合推進事業費 担当課 食品政策課

安全・安心な道産食品の消費拡大や健康で豊か 予算額 （千円） 国 道 その他

事 な食生活の実現を図るため、地産地消、食育など ５年度 46,005 44,797 1,208 0

業 の取組を愛食運動として総合的に進める。 ４年度 16,583 15,073 1,510 0

の ○どさんこ食育推進事業費

趣 事 ○道産農産物等需要喚起対策事業費

旨 業

内

容

事業主体 北海道、市町村、団体 備

実施年度 平成15年度（2003年度）～ 考

№200 事 業 名 （継）どさんこ食育推進事業費 担当課 食品政策課

第４次北海道食育推進計画（どさんこ食育推進 予算額 （千円） 国 道 その他

事 プラン）に基づき、地域のネットワークを強化し、５年度 40,045 38,837 1,208 0

業 道民運動として食育を推進するとともに、「どさ ４年度 16,583 15,073 1,510 0

の んこ愛食食べきり運動」を全道的に展開し、家庭 ○食育の推進

趣 や外食での食べ残しを減らすなど、食品ロスの削 事 ・食育推進優良活動の表彰

旨 減に向けた取組を進める。 業 ・食育推進検討委員会の開催

内 ・食育関係団体との情報共有

容 ・高齢者、親子・若い世代への食育講座の開催

○食品ロス対策の推進

・食品ロス対策会議等の開催

・地域研修会、消費者向け学習会の開催

・地域優良事例調査の実施

○市町村等の取組への支援（補助金）

・食育推進検討会の開催

・食育セミナー、料理講習会等の開催

・農林漁業体験機会の提供 ほか

事業主体 北海道、市町村等 備 「北の大地のめぐみ愛食総合推進事業費」の細事

実施年度 平成29年度（2017年度）～令和５年度（2023 考 業

年度）

・「第４次北海道食育推進計画」（平成31年３月策定）に基づき、健全な食生活の実践や、

「食」に関する理解の促進、食育推進体制の強化など、食育を総合的に推進する。

・地域固有の食文化や伝統などの継承に向けた北海道らしい食づくり名人登録制度を推進する。

第４ 道民の理解に支えられる農業・農村

第４－ア－（ア）第３－オ－（イ）

再掲 事 業 名 （継）農道整備特別対策事業費 担当課 農村整備課

農業農村の振興と定住環境の改善を図るために 予算額 （千円） 国 道 その他

事 早急に整備を行う必要がある農道について、単独 ５年度 885,000 0 435,500 (分) 449,500

業 または他の国庫補助事業と連携した農道の新設ま ４年度 886,000 0 443,000 (分) 443,000

の たは改良等を行う。 ○農道の新設または改良・舗装

趣 事 ○農道付帯施設の整備

旨 業

内

容

事業主体 北海道 備

実施年度 平成５年度（1993年度）～ 考
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（イ）地産地消の推進

再掲 事 業 名 （継）北の大地のめぐみ愛食総合推進事業費 担当課 食品政策課

安全・安心な道産食品の消費拡大や健康で豊か 予算額 （千円） 国 道 その他

事 な食生活の実現を図るため、地産地消、食育など ５年度 46,005 44,797 1,208 0

業 の取組を愛食運動として総合的に進める。 ４年度 16,583 15,073 1,510 0

の ○どさんこ食育推進事業費

趣 事 ○道産農産物等需要喚起対策事業費

旨 業

内

容

事業主体 北海道、市町村、団体 備

実施年度 平成15年度（2003年度）～ 考

再掲 事 業 名 （継）どさんこ食育推進事業費 担当課 食品政策課

第４次北海道食育推進計画（どさんこ食育推進 予算額 （千円） 国 道 その他

事 プラン）に基づき、地域のネットワークを強化し、５年度 40,045 38,837 1,208 0

業 道民運動として食育を推進するとともに、「どさ ４年度 16,583 15,073 1,510 0

の んこ愛食食べきり運動」を全道的に展開し、家庭 ○食育の推進

趣 や外食での食べ残しを減らすなど、食品ロスの削 事 ・食育推進優良活動の表彰

旨 減に向けた取組を進める。 業 ・食育推進検討委員会の開催

内 ・食育関係団体との情報共有

容 ・高齢者、親子・若い世代への食育講座の開催

○食品ロス対策の推進

・食品ロス対策会議等の開催

・地域研修会、消費者向け学習会の開催

・地域優良事例調査の実施

○市町村等の取組への支援（補助金）

・食育推進検討会の開催

・食育セミナー、料理講習会等の開催

・農林漁業体験機会の提供 ほか

事業主体 北海道、市町村等 備 「北の大地のめぐみ愛食総合推進事業費」の細事

実施年度 平成29年度（2017年度）～令和５年度（2023 考 業

年度）

・道内流通関係者と連携した愛食の日（どんどん食べよう道産ＤＡＹ）の普及・啓発を推進す

るとともに、米や小麦など道産農産物の地産地消・利用転換を推進する。

また、北のめぐみ愛食レストランなどの外食・観光産業、食品加工業など関連産業における

道産農産物の活用を促進する。

第４－ア－（イ）
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第４－ア－（イ）

№201 事 業 名 （新）道産農産物等需要喚起対策事業費 担当課 食品政策課

近年、栽培が増えているにんにく、さつまいも 予算額 （千円） 国 道 その他

事 及びらっかせいについて、付加価値の向上と更な ５年度 5,960 5,960 0 0

業 る需要の拡大を図るため、飲食店をはじめ、パン ４年度 ― ― ― ―

の や菓子などの製造事業者と生産者とのマッチング ○消費拡大フェアの開催

趣 を進め、新たなメニューの開発や商品の提供に取 事 ○生産者と実需者の意見交換・マッチングの実施

旨 り組む。 業 ○産業見学会の開催

内

容

事業主体 北海道 備 「北の大地のめぐみ愛食総合推進事業費」の細事業

実施年度 令和５年度（2023年度） 考 新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金

再掲 事 業 名 （継）米産地育成総合対策事業費 担当課 農産振興課

本道稲作農業の持続的な発展と経営の安定を図 予算額 （千円） 国 道 その他

事 るため、北海道米の道内食率維持と消費拡大、農 ５年度 21,441 0 21,441 0

業 家戸数が減少する中での生産力維持に向けた直播 ４年度 59,911 44,877 15,034 0

の 向け品種の導入や省力化技術の推進、食糧法に基 ○水田農業元気づくり推進事業費（補助金）

趣 づく立入検査や米穀取扱業者等へのトレーサビリ 事 ・米麦生産技術講習会・研修会の開催

旨 ティ制度の遵守事項に係る指導などのほか、道産 業 ・生産技術対策パンフレットの作成

酒米の生産振興や道産日本酒のブランド力強化、 内 ○ごはん食拡大・米産地づくり推進事業費

米粉の利用拡大など、生産、流通、及び消費の各 容 ・北海道米の消費拡大

般にわたる総合的な対策を講ずる。 ・省力化の取組推進

○米流通対策指導事業費

・米トレサ法対策費

・米穀事業者遵守事項対策費

○米どころ・酒どころ振興事業費

・道産酒米の生産振興

・道産日本酒のブランド力強化

○米粉利用拡大対策推進事業費

・米粉フェアの開催

事業主体 北海道、(一社)北海道農産協会 、北海道米 備

販売拡大委員会等 考

実施年度 平成22年度(2010年度)～

再掲 事 業 名 （継）ごはん食拡大・米産地づくり推進事業費 担当課 農産振興課

人口減少等による米消費の減少が見込まれる 予算額 （千円） 国 道 その他

事 中、北海道米の高い水準での道内食率を維持し、 ５年度 3,254 0 3,254 0

業 業務需要の掘り下げ等による更なる消費拡大運動 ４年度 3,733 0 3,733 0

の を展開するとともに、農家戸数が減少する中での ○北海道米の消費拡大

趣 生産力維持に向け、直播向け品種の導入や省力化 事 ・北海道米食率向上戦略会議の開催

旨 技術等を推進する。 業 ・北海道米プロモーション活動の実施

内 ・ごはん食伝道師活動への支援（補助金）

容 ○省力化の取組推進

・検討会議、技術研修会の開催

・直播向け品種（えみまる）の栽培技術指導

事業主体 北海道、北海道米販売拡大委員会 備 「米産地育成総合対策事業費」の細事業

実施年度 令和３年度(2021年度)～ 考

（イ）地産地消の推進

再掲 事 業 名 （継）北の大地のめぐみ愛食総合推進事業費 担当課 食品政策課

安全・安心な道産食品の消費拡大や健康で豊か 予算額 （千円） 国 道 その他

事 な食生活の実現を図るため、地産地消、食育など ５年度 46,005 44,797 1,208 0

業 の取組を愛食運動として総合的に進める。 ４年度 16,583 15,073 1,510 0

の ○どさんこ食育推進事業費

趣 事 ○道産農産物等需要喚起対策事業費

旨 業

内

容

事業主体 北海道、市町村、団体 備

実施年度 平成15年度（2003年度）～ 考

再掲 事 業 名 （継）どさんこ食育推進事業費 担当課 食品政策課

第４次北海道食育推進計画（どさんこ食育推進 予算額 （千円） 国 道 その他

事 プラン）に基づき、地域のネットワークを強化し、５年度 40,045 38,837 1,208 0

業 道民運動として食育を推進するとともに、「どさ ４年度 16,583 15,073 1,510 0

の んこ愛食食べきり運動」を全道的に展開し、家庭 ○食育の推進

趣 や外食での食べ残しを減らすなど、食品ロスの削 事 ・食育推進優良活動の表彰

旨 減に向けた取組を進める。 業 ・食育推進検討委員会の開催

内 ・食育関係団体との情報共有

容 ・高齢者、親子・若い世代への食育講座の開催

○食品ロス対策の推進

・食品ロス対策会議等の開催

・地域研修会、消費者向け学習会の開催

・地域優良事例調査の実施

○市町村等の取組への支援（補助金）

・食育推進検討会の開催

・食育セミナー、料理講習会等の開催

・農林漁業体験機会の提供 ほか

事業主体 北海道、市町村等 備 「北の大地のめぐみ愛食総合推進事業費」の細事

実施年度 平成29年度（2017年度）～令和５年度（2023 考 業

年度）

・道内流通関係者と連携した愛食の日（どんどん食べよう道産ＤＡＹ）の普及・啓発を推進す

るとともに、米や小麦など道産農産物の地産地消・利用転換を推進する。

また、北のめぐみ愛食レストランなどの外食・観光産業、食品加工業など関連産業における

道産農産物の活用を促進する。

第４－ア－（イ）
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再掲 事 業 名 （新）米粉利用拡大対策推進事業費 担当課 農産振興課

主食用米の消費量が減少する中、水稲生産力の 予算額 （千円） 国 道 その他

事 維持･確保に向け、新たな用途への使用や輸入小 ５年度 4,500 0 4,500 0

業 麦の原料代替が期待されている米粉の利用拡大を ４年度 - - - -

の 図るため、消費者や実需者に向けたＰＲイベント ○米粉フェアの開催

趣 を開催する。 事

旨 業

内

容

事業主体 北海道 備 「米産地育成総合対策事業費」の細事業

実施年度 令和５年度(2023年度) 考

再掲 事 業 名 （継）畑作物生産改善対策費 担当課 農産振興課

本道の畑作農業における輪作体系の維持、確立 予算額 （千円） 国 道 その他

事 を図るため、馬鈴しょや豆類等の作付け安定に向 ５年度 7,386,908 7,384,313 2,524 (手) 71

業 けた省力化の推進や新技術の導入などの取組を総 ４年度 3,904,126 3,900,900 3,155 (手) 71

の 合的に支援するとともに、小麦やてん菜、馬鈴し ○持続的畑作生産体系確立緊急支援事業費（補助

趣 ょの安定的な生産や、麦・大豆の生産技術の向上 事 金）

旨 に向けた取組を推進する。 業 ○道産小麦需要拡大促進事業費

内 ○麦・大豆生産技術向上事業費（補助金）

容 ○輪作体系維持・確立対策事業費

○種馬鈴しょ集荷販売業者登録費

事業主体 北海道、市町村、農業者団体、地域農業再生 備

協議会等 考

実施年度 昭和37年度(1962年度)～

再掲 事 業 名 （継）道産小麦需要拡大促進事業費 担当課 農産振興課

食品政策課

北海道の小麦で初めてとなる菓子用品種「北見 予算額 （千円） 国 道 その他

事 ９５号」の普及促進により、小麦商品の原料を輸 ５年度 1,947 0 1,947 0

業 入小麦から安全・安心で良質な道産小麦への置き ４年度 2,434 0 2,434 0

の 換えを図り、道産小麦の需要拡大によって本道農 ○生産対策

趣 業の持続的発展に資する。 事 ・地域実証検討会開催

旨 業 ・全道生産拡大検討会開催

内 ○需要拡大対策

容 ・製菓企業に対する新品種勉強会開催

・道産小麦フェア開催

・企業と連携したＰＲ

事業主体 北海道 備 「畑作物生産改善対策費」の細事業

実施年度 令和３年度（2021年度）～ 考

第４－ア－（イ）
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イ 地域住民が一体となって創る活力ある農村

（ア）地域住民による農村づくり

№202 事 業 名 （継）中山間ふるさと・水と土保全対策事業推進費 担当課 農村設計課

農業・農村の有する多面的機能を良好に発揮さ 予算額 （千円） 国 道 その他

事 せ、農村の活性化を図るため、農地や土地改良施 ５年度 27,022 0 12,622 (財) 14,400

業 設、自然環境、景観、農産物、伝統文化、歴史等 ４年度 27,012 0 12,612 (財) 14,400

の の地域の特色ある多様な資源を活用した交流や食 ○地域活動支援事業

趣 品・料理開発などの地域住民活動を支援するとと 事 ○研修事業

旨 もに、地域に愛着を持って活性化の取り組みを進 業 ○推進事業

めようとする意欲的な人材を育成する。 内 ○保全ネットワーク推進事業

容 ○保全活動推進事業

○基金繰出金

事業主体 北海道 備

実施年度 平成５年度(1993年度）～ 考

・農用地や集落の将来像の明確化や、農村が持つ豊かな自然を活用した地域活動など、地域住

民による話合いや実践活動を支援する。

・地域課題の解決や地域の活性化に向けて、地域住民が主体となった持続的な取組を促進する

ため、農村づくりを支える人材の育成を図る取組を推進する。

第４－イ－（ア）

再掲 事 業 名 （新）米粉利用拡大対策推進事業費 担当課 農産振興課

主食用米の消費量が減少する中、水稲生産力の 予算額 （千円） 国 道 その他

事 維持･確保に向け、新たな用途への使用や輸入小 ５年度 4,500 0 4,500 0

業 麦の原料代替が期待されている米粉の利用拡大を ４年度 - - - -

の 図るため、消費者や実需者に向けたＰＲイベント ○米粉フェアの開催

趣 を開催する。 事

旨 業

内

容

事業主体 北海道 備 「米産地育成総合対策事業費」の細事業

実施年度 令和５年度(2023年度) 考

再掲 事 業 名 （継）畑作物生産改善対策費 担当課 農産振興課

本道の畑作農業における輪作体系の維持、確立 予算額 （千円） 国 道 その他

事 を図るため、馬鈴しょや豆類等の作付け安定に向 ５年度 7,386,908 7,384,313 2,524 (手) 71

業 けた省力化の推進や新技術の導入などの取組を総 ４年度 3,904,126 3,900,900 3,155 (手) 71

の 合的に支援するとともに、小麦やてん菜、馬鈴し ○持続的畑作生産体系確立緊急支援事業費（補助

趣 ょの安定的な生産や、麦・大豆の生産技術の向上 事 金）

旨 に向けた取組を推進する。 業 ○道産小麦需要拡大促進事業費

内 ○麦・大豆生産技術向上事業費（補助金）

容 ○輪作体系維持・確立対策事業費

○種馬鈴しょ集荷販売業者登録費

事業主体 北海道、市町村、農業者団体、地域農業再生 備

協議会等 考

実施年度 昭和37年度(1962年度)～

再掲 事 業 名 （継）道産小麦需要拡大促進事業費 担当課 農産振興課

食品政策課

北海道の小麦で初めてとなる菓子用品種「北見 予算額 （千円） 国 道 その他

事 ９５号」の普及促進により、小麦商品の原料を輸 ５年度 1,947 0 1,947 0

業 入小麦から安全・安心で良質な道産小麦への置き ４年度 2,434 0 2,434 0

の 換えを図り、道産小麦の需要拡大によって本道農 ○生産対策

趣 業の持続的発展に資する。 事 ・地域実証検討会開催

旨 業 ・全道生産拡大検討会開催

内 ○需要拡大対策

容 ・製菓企業に対する新品種勉強会開催

・道産小麦フェア開催

・企業と連携したＰＲ

事業主体 北海道 備 「畑作物生産改善対策費」の細事業

実施年度 令和３年度（2021年度）～ 考
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（イ）多面的機能の発揮促進

№203 事 業 名 （継）多面的機能支払事業費 担当課 農村設計課

農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を 予算額 （千円） 国 道 その他

事 図るため、農地や水路など、地域資源の適切な保 ５年度 9,214,041 6,214,294 2,999,747 0

業 全管理や質的向上を図る地域の共同活動、施設の ４年度 9,212,311 6,212,773 2,999,538 0

の 長寿命化のための活動等を支援する。 ○農地維持支払

趣 事 ・市町村が農地維持支払を実施する農業者等

旨 業 の組織する団体を支援する場合に助成

内 ○資源向上支払

容 ・市町村が資源向上支払を実施する農業者等

の組織する団体を支援する場合に助成

○推進費

・道、市町村及び道協議会が適切かつ円滑に事

業を推進するための事務費

事業主体 農業者等の組織する団体、北海道、市町村、

道協議会 備

実施年度 平成26年度（2014年度）～令和５年度（2023年度） 考

再掲 事 業 名 （継）中山間地域等直接支払事業費 担当課 農村設計課

中山間地域等において、農業生産条件の不利を 予算額 （千円） 国 道 その他

事 補正するため、耕作放棄地の発生防止や機械・農 ５年度 5,997,667 3,974,044 2,023,623 0

業 作業の共同化等、将来に向けて農業生産活動を維 ４年度 5,876,644 3,898,586 1,978,058 0

の 持する活動とともに、地域の所得向上に向けた計 ○交付金

趣 画を深化させる取組等を支援する。 事 ・市町村が農業生産活動を実施する農業者の組

旨 業 織する団体等を支援する場合に助成

内 ○推進交付金

容 ・道、市町村及び道協議会が適切かつ円滑に事

業を推進するための事務費

〇中山間地農業ルネッサンス推進事業

・地域の創意工夫にあふれる取組や支援制度の

活用事例の紹介、地域を牽引していくリーダ

ーの確保・育成等の推進、優良事例創出の加

速化の推進

事業主体 農業者の組織する団体等、北海道、市町村、 備

道協議会、構成員に市町村を含む等の要件を 考

満たす地域協議会

実施年度 平成12年度（2000年度）～令和６年度（2024年度）

・農地や水路など地域資源の適切な保全管理や質的向上を図るための地域の共同活動、施設の

長寿命化のための活動、生産条件の不利な中山間地域等における農業生産活動を継続するた

めの取組などを支援する。

・農村地域の景観や生態系などに配慮した整備を推進する。
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第４－イ－（イ）

№204 事 業 名 （継）地域用水環境整備事業費 担当課 農地整備課

水路、ダム、ため池等の農業水利施設の保全管 予算額 （千円） 国 道 その他

事 理又は整備と一体的に、地域用水機能の維持増進 ５年度 254,000 127,000 127,000 0

業 等に資する施設の整備を実施する。 ４年度 196,000 98,000 70,400 (分) 27,600

の ○景観・生態系・利用保全施設整備

趣 事 ○魚道の新設・改修

旨 業 ○小水力発電施設の新設・更新

内

容

事業主体 北海道 備 「道営農村総合整備事業費」の細事業

実施年度 平成３年度（1991年度）～ 考

（イ）多面的機能の発揮促進

№203 事 業 名 （継）多面的機能支払事業費 担当課 農村設計課

農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を 予算額 （千円） 国 道 その他

事 図るため、農地や水路など、地域資源の適切な保 ５年度 9,214,041 6,214,294 2,999,747 0

業 全管理や質的向上を図る地域の共同活動、施設の ４年度 9,212,311 6,212,773 2,999,538 0

の 長寿命化のための活動等を支援する。 ○農地維持支払

趣 事 ・市町村が農地維持支払を実施する農業者等

旨 業 の組織する団体を支援する場合に助成

内 ○資源向上支払

容 ・市町村が資源向上支払を実施する農業者等

の組織する団体を支援する場合に助成

○推進費

・道、市町村及び道協議会が適切かつ円滑に事

業を推進するための事務費

事業主体 農業者等の組織する団体、北海道、市町村、

道協議会 備

実施年度 平成26年度（2014年度）～令和５年度（2023年度） 考

再掲 事 業 名 （継）中山間地域等直接支払事業費 担当課 農村設計課

中山間地域等において、農業生産条件の不利を 予算額 （千円） 国 道 その他

事 補正するため、耕作放棄地の発生防止や機械・農 ５年度 5,997,667 3,974,044 2,023,623 0

業 作業の共同化等、将来に向けて農業生産活動を維 ４年度 5,876,644 3,898,586 1,978,058 0

の 持する活動とともに、地域の所得向上に向けた計 ○交付金

趣 画を深化させる取組等を支援する。 事 ・市町村が農業生産活動を実施する農業者の組

旨 業 織する団体等を支援する場合に助成

内 ○推進交付金

容 ・道、市町村及び道協議会が適切かつ円滑に事

業を推進するための事務費

〇中山間地農業ルネッサンス推進事業

・地域の創意工夫にあふれる取組や支援制度の

活用事例の紹介、地域を牽引していくリーダ

ーの確保・育成等の推進、優良事例創出の加

速化の推進

事業主体 農業者の組織する団体等、北海道、市町村、 備

道協議会、構成員に市町村を含む等の要件を 考

満たす地域協議会

実施年度 平成12年度（2000年度）～令和６年度（2024年度）

・農地や水路など地域資源の適切な保全管理や質的向上を図るための地域の共同活動、施設の

長寿命化のための活動、生産条件の不利な中山間地域等における農業生産活動を継続するた

めの取組などを支援する。

・農村地域の景観や生態系などに配慮した整備を推進する。
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ウ 道民コンセンサスの形成

（ア）都市・農村交流の促進

№205 事 業 名 （継）農業・農村コンセンサス形成総合推進事業費 担当課 農政課

農業・農村が果たしている役割や多面的な機能 予算額 （千円） 国 道 その他

事 について広く道民の理解を促進するため、農業者 ５年度 17,188 0 17,188 0

業 等が行う道民の理解を深めるための取組や農業・ ４年度 17,188 0 17,188 0

の 農村ふれあいネットワークが行うマスメディア等 ○草の根交流の促進

趣 を活用した取組を支援するとともに、農業・農村 事 ・｢ふれあいファーム｣の登録推進

旨 情報誌「confa（コンファ）」を発行して普及啓発 業 ・農業・農村情報誌｢confa(コンファ)｣の発行

を行う。 内 ・ふれあいファームが共同で実施する農作業、

容 加工体験の取組やＰＲ資材の作成などの活動

に対する助成

○農業・農村パートナーシップの促進

・農業者と農業関係以外の団体や教育関係機関

等が連携して取り組む協働活動に対する助成

（補助金）

・農村資源・集落機能等実態調査

○コンセンサスづくり活動の推進

・「農業・農村ふれあいネットワーク」が行う

マスメディア等を活用した取組に対する助成

（補助金）

事業主体 北海道、農業者、教育関係機関、農業･農村 備

ふれあいネットワーク等 考

実施年度 平成９年度（1997年度）～

・農業・農村が果たしている役割などに対する道民の理解の促進や地域の活性化を図るため、

農村地域の持つ豊かな自然や食などを活用した都市と農村との交流を促進するとともに、

「ふれあいファーム」による草の根交流を推進する。

・教員を対象とした農村ホームステイなどを通じ、職業としての農業と生活の場としての農村

の理解を促進する取組を推進する。

・農泊や農村ツーリズムを通じて都市・農村交流を促進するとともに、農村を訪問した都市住

民が、引き続きその地域への関心を持ち、様々な形で地域と関わる関係人口の裾野を広げる

取組を推進する。

・子どもたちが農業・農村への理解を深めることで、豊かな人間性などを育む効果や、将来の

関係人口として地域の支えとなる人材となることが期待される子ども農山漁村交流などの取

組を推進する。
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№206 事 業 名 （継）新しい農業・農村づくり推進費 担当課 農政課

ＷＴＯ交渉の行方が不透明な中、日米貿易協定 予算額 （千円） 国 道 その他

事 や日ＥＵ・ＥＰＡ、ＴＰＰ11協定、ＲＣＥＰが発 ５年度 493 0 493 0

業 効し、農畜産物の関税削減による需給の緩和や価 ４年度 493 0 493 0

の 格の低下などの影響が懸念されているほか、ＴＰ ○北海道農業・農村確立連絡会議等

趣 Ｐの加入拡大に向けた動きが進められている。 事 ・国等に対する提案活動

旨 こうした国際農業交渉に関する情報を的確に把 業 ○ＥＰＡ交渉・ＷＴＯ農業交渉等バックアップ

握し、道民に本道農業の役割とともに周知するほ 内 事業

か、農業・経済・消費者団体や地域の関係者と連 容 ・ＷＴＯ農業交渉やＥＰＡ交渉等に関する情

携し、国へ要請するなど、本道農業が再生産可能 報収集活動

となり、持続的な発展をしていくための取組をオ ・各種イベント・学習会などの啓発普及活動

ール北海道で行う。

事業主体 北海道 備

実施年度 平成17年度（2005年度）～ 考

№207 事 業 名 （継）農山漁村振興交付金推進費 担当課 農村設計課

農山漁村が持つ豊かな自然や「食」を活用した 予算額 （千円） 国 道 その他

事 「農泊」を推進する取組等を総合的に支援し、農 ５年度 2,500 2,500 0 0

業 山漁村の活性化、自立及び維持発展を推進する。 ４年度 2,500 2,500 0 0

の ○活動団体の効果的な活動促進に向けた支援体制

趣 事 整備

旨 業 ○道内の活動の状況調査・情報受発信手法の検討

内 ○農泊に取り組む地域、農泊にこれから取り組も

容 うとする地域への支援

事業主体 北海道 備 農業・農村コンセンサス形成総合推進事業費の細

実施年度 平成25年度（2013年度）～令和７年度（2025年度） 考 事業

№208 事 業 名 （新）農村ツーリズム再生事業費 担当課 農村設計課

農村ツーリズムは新型コロナウイルス感染症の 予算額 （千円） 国 道 その他

事 まん延により来訪者が減少するなど影響を受けて ５年度 3,584 1,451 2,133 0

業 いることから、受入団体に対する優良事例等の情 ４年度 － － － －

の 報提供や受入農家等の意欲向上を図るための研修 ○他業種間を調整する地域コーディネーター等の

趣 会の開催など、受入体制の強化に向けた取組を推 事 人材育成セミナーの開催

旨 進する。 業 ○受入農家等の意欲向上等の研修会の開催

内 ○学習指導要領の改正に対応した受入事例に係る

容 フォーラムの開催

○市町村間をまたぐ広域連携体制の構築に係る意

見交換会の開催

事業主体 北海道 備 地方創生対策推進費（総合政策部計上）

実施年度 令和５年度（2023年度）～令和６年度（2024年度） 考

第４－ウ－（ア）

ウ 道民コンセンサスの形成

（ア）都市・農村交流の促進

№205 事 業 名 （継）農業・農村コンセンサス形成総合推進事業費 担当課 農政課

農業・農村が果たしている役割や多面的な機能 予算額 （千円） 国 道 その他

事 について広く道民の理解を促進するため、農業者 ５年度 17,188 0 17,188 0

業 等が行う道民の理解を深めるための取組や農業・ ４年度 17,188 0 17,188 0

の 農村ふれあいネットワークが行うマスメディア等 ○草の根交流の促進

趣 を活用した取組を支援するとともに、農業・農村 事 ・｢ふれあいファーム｣の登録推進

旨 情報誌「confa（コンファ）」を発行して普及啓発 業 ・農業・農村情報誌｢confa(コンファ)｣の発行

を行う。 内 ・ふれあいファームが共同で実施する農作業、

容 加工体験の取組やＰＲ資材の作成などの活動

に対する助成

○農業・農村パートナーシップの促進

・農業者と農業関係以外の団体や教育関係機関

等が連携して取り組む協働活動に対する助成

（補助金）

・農村資源・集落機能等実態調査

○コンセンサスづくり活動の推進

・「農業・農村ふれあいネットワーク」が行う

マスメディア等を活用した取組に対する助成

（補助金）

事業主体 北海道、農業者、教育関係機関、農業･農村 備

ふれあいネットワーク等 考

実施年度 平成９年度（1997年度）～

・農業・農村が果たしている役割などに対する道民の理解の促進や地域の活性化を図るため、

農村地域の持つ豊かな自然や食などを活用した都市と農村との交流を促進するとともに、

「ふれあいファーム」による草の根交流を推進する。

・教員を対象とした農村ホームステイなどを通じ、職業としての農業と生活の場としての農村

の理解を促進する取組を推進する。

・農泊や農村ツーリズムを通じて都市・農村交流を促進するとともに、農村を訪問した都市住

民が、引き続きその地域への関心を持ち、様々な形で地域と関わる関係人口の裾野を広げる

取組を推進する。

・子どもたちが農業・農村への理解を深めることで、豊かな人間性などを育む効果や、将来の

関係人口として地域の支えとなる人材となることが期待される子ども農山漁村交流などの取

組を推進する。
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（イ）農業・農村の魅力の発信

再掲 事 業 名 （継）農業・農村コンセンサス形成総合推進事業費 担当課 農政課

農業・農村が果たしている役割や多面的な機能 予算額 （千円） 国 道 その他

事 について広く道民の理解を促進するため、農業者 ５年度 17,188 0 17,188 0

業 等が行う道民の理解を深めるための取組や農業・ ４年度 17,188 0 17,188 0

の 農村ふれあいネットワークが行うマスメディア等 ○草の根交流の促進

趣 を活用した取組を支援するとともに、農業・農村 事 ・｢ふれあいファーム｣の登録推進

旨 情報誌「confa（コンファ）」を発行して普及啓発 業 ・農業・農村情報誌｢confa(コンファ)｣の発行

を行う。 内 ・ふれあいファームが共同で実施する農作業、

容 加工体験の取組やＰＲ資材の作成などの活動

に対する助成

○農業・農村パートナーシップの促進

・農業者と農業関係以外の団体や教育関係機関

等が連携して取り組む協働活動に対する助成

（補助金）

・農村資源・集落機能等実態調査

○コンセンサスづくり活動の推進

・「農業・農村ふれあいネットワーク」が行う

マスメディア等を活用した取組に対する助成

（補助金）

事業主体 北海道、農業者、教育関係機関、農業･農村 備

ふれあいネットワーク等 考

実施年度 平成９年度（1997年度）～

再掲 事 業 名 （継）北の大地のめぐみ愛食総合推進事業費 担当課 食品政策課

安全・安心な道産食品の消費拡大や健康で豊か 予算額 （千円） 国 道 その他

事 な食生活の実現を図るため、地産地消、食育など ５年度 46,005 44,797 1,208 0

業 の取組を愛食運動として総合的に進める。 ４年度 16,583 15,073 1,510 0

の ○どさんこ食育推進事業費

趣 事 ○道産農産物等需要喚起対策事業費

旨 業

内

容

事業主体 北海道、市町村、団体 備

実施年度 平成15年度（2003年度）～ 考

・情報誌の発行やＳＮＳなどを通じ、地域ごとに特色のある本道農業・農村の魅力や情報を発

信する。

・小・中学生や高校生、都市住民等が、本道の食や農業・農村に対する理解を深める学習機会

の充実に向けた取組を推進する。

第４－ウ－（イ）
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（イ）農業・農村の魅力の発信

再掲 事 業 名 （継）農業・農村コンセンサス形成総合推進事業費 担当課 農政課

農業・農村が果たしている役割や多面的な機能 予算額 （千円） 国 道 その他

事 について広く道民の理解を促進するため、農業者 ５年度 17,188 0 17,188 0

業 等が行う道民の理解を深めるための取組や農業・ ４年度 17,188 0 17,188 0

の 農村ふれあいネットワークが行うマスメディア等 ○草の根交流の促進

趣 を活用した取組を支援するとともに、農業・農村 事 ・｢ふれあいファーム｣の登録推進

旨 情報誌「confa（コンファ）」を発行して普及啓発 業 ・農業・農村情報誌｢confa(コンファ)｣の発行

を行う。 内 ・ふれあいファームが共同で実施する農作業、

容 加工体験の取組やＰＲ資材の作成などの活動

に対する助成

○農業・農村パートナーシップの促進

・農業者と農業関係以外の団体や教育関係機関

等が連携して取り組む協働活動に対する助成

（補助金）

・農村資源・集落機能等実態調査

○コンセンサスづくり活動の推進

・「農業・農村ふれあいネットワーク」が行う

マスメディア等を活用した取組に対する助成

（補助金）

事業主体 北海道、農業者、教育関係機関、農業･農村 備

ふれあいネットワーク等 考

実施年度 平成９年度（1997年度）～

再掲 事 業 名 （継）北の大地のめぐみ愛食総合推進事業費 担当課 食品政策課

安全・安心な道産食品の消費拡大や健康で豊か 予算額 （千円） 国 道 その他

事 な食生活の実現を図るため、地産地消、食育など ５年度 46,005 44,797 1,208 0

業 の取組を愛食運動として総合的に進める。 ４年度 16,583 15,073 1,510 0

の ○どさんこ食育推進事業費

趣 事 ○道産農産物等需要喚起対策事業費

旨 業

内

容

事業主体 北海道、市町村、団体 備

実施年度 平成15年度（2003年度）～ 考

・情報誌の発行やＳＮＳなどを通じ、地域ごとに特色のある本道農業・農村の魅力や情報を発

信する。

・小・中学生や高校生、都市住民等が、本道の食や農業・農村に対する理解を深める学習機会

の充実に向けた取組を推進する。

第４－ウ－（イ） 第４－ウ－（イ）

再掲 事 業 名 （継）どさんこ食育推進事業費 担当課 食品政策課

第４次北海道食育推進計画（どさんこ食育推進 予算額 （千円） 国 道 その他

事 プラン）に基づき、地域のネットワークを強化し、５年度 40,045 38,837 1,208 0

業 道民運動として食育を推進するとともに、「どさ ４年度 16,583 15,073 1,510 0

の んこ愛食食べきり運動」を全道的に展開し、家庭 ○食育の推進

趣 や外食での食べ残しを減らすなど、食品ロスの削 事 ・食育推進優良活動の表彰

旨 減に向けた取組を進める。 業 ・食育推進検討委員会の開催

内 ・食育関係団体との情報共有

容 ・高齢者、親子・若い世代への食育講座の開催

○食品ロス対策の推進

・食品ロス対策会議等の開催

・地域研修会、消費者向け学習会の開催

・地域優良事例調査の実施

○市町村等の取組への支援（補助金）

・食育推進検討会の開催

・食育セミナー、料理講習会等の開催

・農林漁業体験機会の提供 ほか

事業主体 北海道、市町村等 備 「北の大地のめぐみ愛食総合推進事業費」の細事

実施年度 平成29年度（2017年度）～令和５年度（2023 考 業

年度）
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